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題名：SNSは世代と国の壁を越え人と人を繋ぐ
名前：帖佐圭祐

(下記より本文をご記入ください)
　私は家庭連合福岡西家庭教会に所属している信徒で、文鮮明・韓鶴子総裁の素晴らしい教えにより南北統一の重要性を知り、姜京姫本部会長の講演を聞いて平和統一聯合の素晴らしさを知って、第五聨合会で和合と統一の実現のために活動しています。

　活動していく中で、昨年のスピーチ大会に出場した際に、より多くのことを実践していかなければならないという思いが強くなり、平和統一聯合及び家庭連合の内容を通して様々なイベントに参加し、その中でSNSを用いたことで、国内外共により多くの人たちと繋がることが出来ました。

　たくさんのイベントに参加して来ましたが、その中で二つの内容をお話ししたいと思います。

　一つ目は、韓日友好平和統一祈願韓国研修として釜山ツアーに参加した事です。ツアー専用のLINEグループがつくられ、そこに各々が撮った写真や感想をアップして共有する事によって交流を深めることが出来ました。このツアーには、青年から壮年・婦人と幅広い層の方々が参加しており、壮年や婦人の方が今まで経験した内容を経てツアーで受けたことの出来た恩恵や、青年達の純粋な心で感じた内容などを知る事によって、平和統一という一つの目的に向かう人達に世代は関係なく、それぞれが感じた事を発信し共有することによってより良い活動ができる！と、SNSを通して感じました。
そして、ツアーのLINEグループだけではなく、福岡西教会のグループにもリアルタイムで写真を送ったり、釜山教会と福岡西教会の青年達が一緒に合唱をしたのですが、その映像を送ることによってツアーに来れなかった大勢の人達にもダイレクトに感動を与え、またその映像に対してのリアクションをすぐに見ることができ、映像を見た側も送った側もとても嬉しく、幸せな気持ちになりました。またこれらの内容を通して南北統一に対しての意識の共有も出来たと思います。

　二つ目は、今年3月に行われたピースロード福岡大会です。ピースロードは南北統一を動機として始まり、摂理的に重要な内容であるという事を、林 吉植会長のYouTubeを用いたセミナーで学び、自分もその一人になりたいと強く思い、初めての参加しました。民団・総聯の青年を中心に11名のライダー含め総勢55名での大会となりました。4日間かけて福岡から唐津の日韓トンネル、壱岐、対馬、そして海を越え釜山を繋ぐレースになりましたが、私は福岡の約70キロのコースを走りました。このレース中におそらくピースロード史上初めての試みだと思いますが、LINEのビデオ通話にてLIVE中継を行いました。ライダーの表情や、やりとりがリアルタイムで配信され、たくさんの方々からの応援と感動のメッセージを頂き、本当に過酷なレースでしたが、何とか走り切ることが出来ました。今回はLINEでの試みだった為、LINEグループに入っている方のみに配信されましたが、インスタライブなどを取り入れる事でより多くの方に発信できる事を学んだので、今後これらを用いて私たちの活動をもっと世界中に発信したいと思いました。
　また、日韓トンネル実現のために活動しているグループから、今回のピースロードの感想共有の場としてYouTube出演のオファーがあり、収録に参加させて頂きました。配信後に視聴者からの評価やコメント、視聴者数を直接見る事が出来、たくさんの関心が伺える内容となり、とても感動しました。

　SNSは、種類によっては不特定多数の人達が見ることが出来るツールなので、顔出しによって個人情報の特定や悪用のリスクがありますが、拡散力は凄まじいので、これから堂々と私たちが取り組んでいることの素晴らしさを魅力的に配信できるよう学びたいと思うようになりました。そして全世界に知らせ、感動を与えながら共感してもらうことによって、世代を超え、国を超えて新たな繋がりをたくさんつくりながら、これからも平和的統一に向けて尽力して参ります。
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